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「きびなご×すきや き」

阿久根発地域おこしグルメ『きびすき』誕生Y　（主催：阿久根市飲食店組合）
阿久根港で水揚げされた新鮮な「きびなご」をすき焼きにして食べる。その名も『きびすき』

港町の阿久根では、昔から「きびなご」をすき焼きにして楽しんでいました。そのおいしさを

もっといろんな方に知って欲しい。そんな想いから誕生しました。

特製のだしに「きびなご」を通し、溶き卵に和えて食べる。しめに溶き卵でとじ、柳川風にし

てご飯にのせて食べるという楽しみもあります。

また、和風の「きびすき」だけでなく、チーズフォンデュやトマトすき焼きなど洋風の「きび

すき」を楽しむことができるお店もあります。

新鮮な食材を提供するために事前に予約が必要です。

詳しいお問い合わせについては、各店舗まで。

【きびすき参加店舗情報】　※下記の金額は単品価格です。定食などの金額は各店舗異なります。
参加店名 料　　理 電話番号 参加店名 料　　理 電話番号

あくね　大八寿司 きびすき（800円） 0996-73-3555 太郎寿司 きびすき（800円） 0996-72-0011

味亭　にぎわい きびすき（800円） 0996-73-4437 道の駅　「阿久根」 きびすき（800円） 0996-74-1400

居酒屋若奈 きびすき（800円） 0996-73-3869 みなとれすとらんらぼんじょるね
きびなごのチーズ
フォンデュ（1,200円）0996-73-3112

宴会･仕出し･季節の会席
竹馬の友 きびすき（800円） 0996-72-0888 麺屋　しげぞう阿久根店 きびすき（800円） 0996-72-7027

お食事処・海鮮料理
いらっしゃいませ きびすき（800円） 0996-73-2979 漁師がやってる店ドライブイン潮騒 きびすき（800円） 0996-75-0193

お食事のふるさと十三 きびすき（800円） 0996-72-1420 レストラン　望海 きびすき（800円） 0996-74-0833

グラッチェ・マキ
あんこら

きびなごのトマトすき
焼き（800円） 0996-75-0603 和食処まきや きびすき（800円） 0996-72-2571

「かごしまの農林水産

物」の認証を受けた竹の

子いちばん栽培グループ

では、早掘りタケノコを、

12月５日現在で昨年のお

よそ２倍の1,110㎏（10

月31日から出荷開始）東

京・大阪の市場へ出荷し

ました。

同組合長の吉野文雄さ

んは、「今年は、味、質、

量すべてに期待できる年

になりそう。」と手ごた

えを話されていました。

③早掘りタケノコ 今年は大豊作

組合長の吉野文雄さん（左）と貴島俊夫さん（右）
（貴島さんが所有する竹林にて撮影）

①阿久根 発 地域おこし グルメが通年で食べられます
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今月の題字＆表紙

阿久根市役所、社会福祉

協議会では平成24年３月31日

まで義援金を受け付けていま

す。

市民の皆さまのあたたかい

ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成23年11月30日現在）

13,231,711円
※日本赤十字社を通じて、被災され
た方々へ配分されます。

義援金を受け付けています

題字は、嫁と猛特訓して心

を込めて書きました。学生時

代もっと…と思ったところで

す。

阿久根の皆さまにひと言。

世界を目標にして気合い入れ

てきばりますので、これから

も応援よろしくお願いします。

日本ミドル級チャンピオン

淵
ふ ち

上
が み

　誠
まこと

さん
（黒之上区出身）

「きびなご×すきや き」

②誰でも歌って踊れる阿久根PRソング
『じゃっせん あくね』完成

市のご当地ソング「じゃっせん　あくね」が完成し、11月23日
に開催された親子ふれあいフェスタで、みなみ保育園の園児や阿っ
くんが一緒になって曲に合わせて踊ってくれました。会場の子ど
もたちも一緒に踊ってくれるなど、大好評でした。市職員が作詞・
作曲、振り付けを考案。詳しくは市のホームページに掲載してい
ますので、ぜひご覧ください。
※問い合わせ先　生きがい対策課　☎０９９６－７３－１２１１

【特集】阿久根の元気発信

★①阿久根 発 地域おこし グルメが通年で食べられます
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暮れの市（本町通り）

百縁市（午前９時～午後１時）
駅前・本町・大丸の３つの通り会で開催。

百円で買えるおいしい食べ物やお得な商品
が目白押し。スタンプラリーで色々なお店
で買い物をして素敵な商品をもらってくだ
さい。

軽
け い

得
と

楽
ら

市（本町通り）
新鮮な野菜などの自慢の品、
格安商品を軽トラの荷台に乗せ
て、直接販売します。

12月25日㈰

同時開催市
い ち暮れの
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百 縁
新鮮朝
くぁからんじょ
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※特別鑑賞券の販売・お問い合わせ先　生涯学習課（市民会館）　☎０９９６－７２－１０５１

（
新
町
区
出
身
）
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

市民の皆さまとの意見交換を行います
「市長と語る会」開催中

11月21日、川畑中区公民館で第１回目の「市長

と語る会」が実施されました。区民21名が参加。

川畑中区の意見交換では、学校再編問題や第１

次産業である農・水産業の活性化についての意見

や、要望などが交わされました。今後、市内全域

40数か所で随時開催予定です。

鹿児島県ドクターヘリ運航開始
市内16か所が離着陸場になります

12月26日から医師などが速やかに救急現場など

に出動して治療を行い、短時間で病院などへ搬送

する救急医療ヘリコプター（ドクターヘリ）が鹿

児島市立病院を拠点として運航を開始します。

今後、ドクターヘリが皆さまの地域の近くに離

着陸する場合があります。その際は、救急患者の

早期搬送のため、次のことについて、ご理解とご

協力をお願いします。

・安全確認のため，離着陸場所の付近には近づか

ないでください。

・現場付近の消防職員等の指示に従ってくださ

い。

※問い合わせ先

阿久根消防署　☎０９９６－７２－０１１９

防災士の柏木義昭氏が講演
自主防災組織が果たす役割と意義

11月26日、市民会館で区長や民生委員などを対

象とした阿久根市地域安全研修が行われ、約80名

が参加しました。研修は防災、防犯の２部構成。

防災の部で防災士の柏木義昭氏は、「東日本大

震災でなぜあんなに酷い被害が出たのかという

と、防災訓練が訓練のために行われた訓練だった

からです。」と話し、改めて防災や減災について

の訓練の必要性について説明をされました。

東日本大震災被災地の状況などについて説明する
柏木義昭氏（市民会館）

直接、市民と意見を交わす西平市長（川畑中区）

ドクターヘリ
写真提供：県庁保健医療福祉課

【離着陸場所】

場　　　　　　　　所

１ 阿久根市総合運動公園 ９ 尾 崎 小 学 校

２ 番 所 丘 公 園 10 鶴川内地区集会施設

３ 中 央 公 民 館 広 場 11 鶴 川 内 中 学 校

４ 阿 久 根 中 学 校 12 折 多 小 学 校

５ 阿 久 根 小 学 校 13 旧 隼 人 小 学 校

６ 大 川 中 学 校 14 瀬 之 浦 農 村 公 園

７ 西 目 地 区 集 会 施 設 15 三 笠 中 学 校

８ 山 下 小 学 校 16 脇 本 地 区 公 民 館

地域
安全
研修

市長
と語
る会

ドク
ター
ヘリ
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１　健全化判断比率と資金不足比率
～国が定める早期健全化基準は、すべてクリア～

実質赤字比率および連結実質赤字比率については、実質赤字額がないことから「－」で表示
しています。平成22年度も赤字のない健全な状態です。実質公債費比率については市債（借入金）
の借入れの抑制、繰上償還（借入金の返済）等により、昨年に比べ1.3％減少し、将来負担比率
については、市債（借入金）現在高等が減少したことと併せ、充当可能基金（借入金の返済等
に使える貯金）の増加により、昨年に比べ18.8％減少しました。
本市は、いずれも国が定める早期健全化基準を超える数値はなく、県内19市の中では、実質

公債費比率は７位、将来負担比率は４位となり、これまでの行財政改革の推進により財政の健
全化が向上していることがわかります。

◇平成22年度健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

指　標　項　目 平成22年度 平成21年度 増　減 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計等の赤字の程度で、財政運営の深刻度を

示す指標です。

－ － － 14.21

連結実質赤字比率
阿久根市の全て会計を対象とした実質赤字額の程

度で、市全体の財政運営の深刻度を示す指標です。

－ － － 19.21

実質公債費比率
一般会計等が負担する公債費（借入金の返済）等

の財政負担の割合を示す指標です。

12.3 13.6 ▲1.3 25.0

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の割

合を示す指標です。

40.5 59.3 ▲18.8 350.0

◇平成22年度資金不足比率　 　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計
資金不足額がないため資金不足比率は算定されな

いことから「－」で表示しています。

－ 20.00

簡易水道特別会計
資金不足額がないため資金不足比率は算定されな

いことから「－」で表示しています。

－ 20.00

水道事業会計および簡易水道特別会計の経営の健全性を判断する指標です。

資金不足比率については、資金不足額がないことから算定されず、健全な経営が行われている

ことがわかります。

【特集】平成22年度決算報告
－市の財政状況についてお知らせします－

本市の平成22年度（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の決算は、一般会計及び特別

会計合わせて歳入186億3,937万円、歳出181億1,257万円であり、差し引き５億2,680万円の黒
字決算で、事業などの繰越しにより翌年度に繰り越すべき財源である3,039万円を差し引いた
実質収支額も、４億9,641万円の黒字となっています。

※問い合わせ先　財政課　財政係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２２４）

市街地の風景
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〈歳　　　　出〉支出。年度内に行う事業などに要する費用のこと。
〈民 生 費〉高齢者や児童、身障者福祉などの社会福祉に使ったお金のこと。
〈総 務 費〉職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費用、庁舎等の管理費など一般的

な事務に使ったお金のこと。
〈公 債 費〉道路や施設整備などの大規模な事業のために借り入れたお金の返済金のこと。
〈土 木 費〉道路や河川、公営住宅の整備などに使ったお金のこと。
〈農林水産業費〉農林水産業の振興、農林道や漁港整備などに使ったお金のこと。
〈教 育 費〉学校の施設整備や運営、社会教育などに使ったお金のこと。
〈衛 生 費〉市民のみなさんの健康づくりやゴミ処理などに使ったお金のこと。
〈消 防 費〉消防防災施設の整備や消防業務などに使ったお金のこと。
〈商 工 費〉商工業や観光振興などに使ったお金のこと。

歳出についての財政用語解説

３　一般会計歳出（支出）　117億1,066万円
～昨年度に比べ　13億773万円の増～

歳出については、民生費が少子高齢化、
子ども手当などにより２億6,609万円の
増、土木費が市道や河川改修事業などに
より9,731万円の増、教育費が学校の耐
震補強、大規模改修事業などにより８億
8,473万円の増となっています。
また、ピークの平成11年度から減少し
ている公債費（返済金）については、計
画的な市債（借入金）の抑制などの結果
6,223万円の減、商工費が定額給付金事
業等の終了により、4,036万円の減となっ
ています。

〈歳　　　　　入〉年度内におけるすべての収入のことであり、この収入をもって１年間に支
出する事業などの費用をまかないます。

〈市　　　　　税〉皆さまが市に納めた住民税や固定資産税などです。
〈繰　　入　　金〉特別会計から入ったお金や基金（貯金）から取り崩して歳入にあてたもの。
〈地 方 交 付 税〉国が徴収した所得税、法人税、酒税などの中から市の財政的な需要に応じ

て、国から交付されるお金のこと。
〈市　　　　　債〉市が公共事業などの大きな事業を行うために、国や金融機関などから借り

入れたお金（借入金）のこと。
〈国庫・県支出金〉使い道が限定されたお金で、国または県から補助、交付されるもの。

歳入についての財政用語解説

２　一般会計歳入（収入）　121億3,248万円
～昨年度に比べ　14億817万円の増～

歳入については、主に市税が不況など
を反映し3,656万円の減となっています。
また、阿久根市の主要財源である地方交
付税は、平成12年度の約54億円をピーク
に三位一体の改革などにより10億円以上
の減でしたが、平成22年度については平
成21年度より１億5,695万円の増でした。
国庫支出金は、平成21年度から繰り越し
た小・中学校の耐震補強、大規模改修事
業の交付金などにより、６億6,699万円
の増となっています。

市税
��億�,���万円
（��.��％）

地方交付税
��億�,���万円
（��.��％）

国庫支出金
��億�,���万円
（��.��％）

市債
��億���万円
（�.��％）

県支出金
７億�,���万円
（�.��％）

その他交付金（�.��％）
�億�,���万円

その他
�億�,���万円
（�.��％）

繰入金
�億�,���万円
（�.��％）
諸収入

�億�,���万円
（�.��％）
財産収入
�億��万円
（�.��％）

歳入合計

���億
�,���万円

依
存
財
源
（

��.��％）

自主財源

（
�
�.�

�％
）

歳出合計

���億
�,���万円

民生費
��億�,���万円
（��.��％）

総務費
��億�,���万円
（��.��％）

公債費
��億�,���万円
（��.��％）

土木費
�億�,���万円
（�.��％）

農林水産業費
�億�,���万円
（�.��％）

教育費
��億�,���万円
（��.��％）

衛生費
�億�,���万円
（�.��％） 消防費（�.��％）

�億�,���万円

商工費（�.��％）
�億�,���万円

その他（�.��％）
�億�,���万円



－ 9 －

【特集】平成22年度決算報告

４　特別・企業会計
～引き続き健全な運営状況～

会計別 会　計　名 収　入 支　出

企業会計
水道事業（収益的） 3億7,820万円 2億7,693万円

水道事業（資本的） 0万円 2億3,858万円

会計別 会　計　名 歳　入 歳　出 差引額

特別会計

国 民 健 康 保 険 35億2,188万円 35億1,797万円 391万円

簡 易 水 道 3億9,163万円 3億3,435万円 5,728万円

交 通 災 害 共 済 558万円 458万円 100万円

老人保健医療※
49万円 49万円 0万円

介 護 保 険 23億2,052万円 22億7,814万円 4,238万円

後期高齢者医療 2億6,679万円 2億6,638万円 41万円

※老人保健医療特別会計は、平成22年度で終了。

６　市債（借入金）について
～市債残高は５年間で約19億7,600万円減り、平成22年度末　105億5,500万円～

市債残高及び市債については、過去10年を見

ても年々減少してきています。平成18年度末に

は125億3,100万円でしたが、繰上償還（返済）
や市債の借入額を抑制するとともに、平成22年

度末現在で105億5,500万円となっています。ま
た借入額については、平成22年度は学校耐震補

強、大規模改修事業などに充てるため、11億

300万円借入をしています。

国保や介護、水道事業な
ど特定の事業を運営するため
に一般会計と区別した特別会
計と企業会計があります。企
業会計においても７ページの
資金不足比率の表にあるとお
り、継続して健全な経営状態
にあるといえます。

５　基金（貯金）について
～基金残高は５年間で約15億8,500万円増え、平成22年度末　41億1,800万円～

基金（貯金）残高については、年々増加しています。22年度についても増加していますが、

これは国の経済危機対策交付金による事業執行など、様々な理由により一般財源の支出が少な

くて済み、余ったお金を基金へ多く積み立てることができたからです。また、減債基金の増加

は、21年度から事業開始した学校施設の耐震補強工事などの公債費（返済金）が後に生じるため、

今後、市の財政に負担をかけないよう事前に積み立てておこうとするものです。
〈財政調整基金〉

年度間の財政の健全な運営をするために設置している貯金

で、具体的には、財源不足時の穴埋めや災害など緊急に必

要となったときに役立てるものになります。

〈減債基金〉

市債の返済を計画的に行うための貯金です。具体的には、

市債の返済が増加等の原因で他の経費を圧迫するとき、財

源として充てることになります。

〈その他特目基金〉

各種事業などの特定目的のために資金を積み立てるための

貯金。市有施設整備基金や読書推進基金などがあります。
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１月18日から市県民税　　　　　　 の申告受付が始まります

平
成
24

年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久

根
市
に
住
所
の
あ
る
人
は
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

（
専
従
者
含
む
。）

②
給
与
収
入
の
み
で
社
会
保
険
に
加

入
し
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
さ

れ
、
源
泉
徴
収
票
を
交
付
さ
れ
た

人
（
勤
務
先
か
ら
市
に
報
告
書
が

提
出
さ
れ
ま
す
。）

③
公
的
年
金
の
み
で
一
部
の
人

（
今
月
に
市
か
ら
桃
色
の
「
市
県

民
税
の
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届

い
た
人
で
公
的
年
金
の
み
の
人
）

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
保
険
税
（
料
）
の
軽
減
判
定
に
必

要
な
た
め
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
収
入
の
人
で
右
記
の
③

以
外
の
人
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税

が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
年
金
支
払
機
関
か
ら
送
付
さ
れ

た
「
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
」
を
持

参
し
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
収
入
、
経
費
、
控
除

等
が
わ
か
る
資
料
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
３
月
1

日
か
ら
３
月
15

日（
土
・

日
を
除
く
。）
ま
で
、
市
役
所
税
務

課
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課　

課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

内
線
（
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

平成24年度　市県民税　　　　　　　 申告受付日程表
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

月 日 区　 名 時　 間

１月

18日㈬

尻
無
上

小 麦 9：00～10：00

表川内 10：30～11：30
尻無
中 鈴木段 9：00～11：00

尻 無 下 13：30～15：00
尻無
中 南 畑 15：30～16：30

１月

19日㈭

仲 仁 田

9：30～11：30
中 屋 敷

的 場

川畑･川畑中

牛 之 浜 13：30～16：30

１月

20日㈮

佐 潟 9：00～11：30

陳 之 尾 13：30～14：30

大 下 15：00～16：00

萇 野 13：30～14：30

弓 木 野 15：00～16：30

１月

23日㈪

大 川 島

9：00～11：30
馬 見 塚

枦

落

高 之 口 13：15～14：45

飛 松 15：00～16：30

１月

24日㈫

尾 崎 9：00～11：30

山下馬場
13：30～16：30

遠 矢

月 日 区　 名 時　 間

１月

25日㈬

牟 田 9：00～11：30

木佐木野 13：30～14：30

丸 内 9：30～11：30

羽 田 13：30～14：30

上桑・長谷
15：00～16：30

下 桑

１月

26日㈭

米 次 9：30～10：00

田 代 中 10：30～11：30

尾 原 9：30～10：00

田 代 下 10：30～11：30

横手・宮原
13：30～16：00

栫

１月

27日㈮

筒 田 9：30～11：30

内 田 13：30～15：00

大 林 15：30～16：30

１月

30日㈪

桐 野 下 9：30～11：30

脇 本 浜
13：30～16：00

脇本馬場

１月

31日㈫

永 田 上 9：30～11：00

永 田 下
13：30～16：00

折 口 東

２月

１日㈬

黒 之 上 9：00～10：30

松 ヶ 根 11：00～11：30

小 漉 13：30～14：30

深 田 9：30～11：30

八 郷 13：30～15：00

月 日 区　 名 時　 間

２月

２日㈭

瀬之浦上 9：30～11：30

瀬之浦下 13：30～15：30

２月

３日㈮

黒 之 浜
9：00～11：30

大 谷

槝之浦東
13：30～15：30

槝之浦西

２月

６日㈪

下 村
9：30～12：00

上 原

桐 野 上 13：30～15：00

大 渕 川 15：30～16：00

２月

９日㈭

古 里 9：00～11：30

町
13：30～16：00

浜

大 漉 13：30～15：00

２月

10日㈮

段 9：30～11：30

寺 山 13：30～15：00

高 松 13：30～15：30

２月

13日㈪

倉 津 9：30～11：00

大 丸
13：30～15：30

遠見ヶ岡

２月

14日㈫

大 尾 9：30～11：30

中 村

13：30～16：30
牧 内

東 牧 内

浦

２月

15日㈬

上 野 9：30～11：00

波 留 13：30～16：00

２月

16日㈭

潟 9：30～11：30

新 町 13：30～15：00

※正当な理由がなく申告をしないと、過料が科される場合があります。
　今回、地方税法改正により、上限が３万円以下から10万円以下に見
直されています。
※申告会場については、個別にお届けします「市県民税の申告のお知
らせ」や区の放送などでご確認ください。
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〈 嘱託員・臨時職員・警備員等募集のお知らせ 〉
阿久根市では、次のとおり嘱託員・臨時職員及び警備員、管理員を募集します。

※募集要綱及び申請書は、市役所市民相談室、各課窓口、三笠支所及び大川出張所に用意しています。
【嘱託員・臨時職員】　阿久根市役所　☎０９９６－７３－１２１１
番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号

１ キーパンチャー・電話交換手

総 務 課
内線1216

23
地域包括支援センター専門指導
嘱 託 員（ 正 看 護 師 ）

健 康 増 進 課 内線1452２ 庁 舎 ・ 公 用 車 管 理 員 24
地域包括支援センター専門指導
嘱 託 員（ 介 護 支 援 専 門 員 ）

３ 交通安全専門指導員・郵便物使送 内線1212 25
地域包括支援センター専門指導
嘱 託 員（ 社 会 福 祉 士 等 ）

４ 働 く 女 性 の 家 指 導 員 企 画 調 整 課 内線1231 26 農林業振興センター作業員
農 政 課 内線1133

５ 市 税 等 収 納 嘱 託 員
税 務 課 内線1441

27 農村環境改善センター管理員

６ 税 務 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 28 簡 易 水 道 事 務 嘱 託 員 水 道 課 内線1513

７ 住 民 窓 口 事 務 等 嘱 託 員
市 民 環 境 課

内線1421 29 消 費 生 活 相 談 員
水産商工観光課

内線1111

８ 不法投棄等監視・指導嘱託員 内線1425 30 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 作 業 員 内線1114

９ 家 庭 相 談 員

生きがい対策課

内線1411

31 用 地 事 務 等 嘱 託 員

都 市 建 設 課

内線112410 保 育 士 嘱 託 員 32 建 築 技 能 （ 大 工 ） 嘱 託 員

11 保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 33 市営住宅管理事務等嘱託員

12 保 育 園 給 食 嘱 託 員 34 現 場 指 導 員 及 び 運 転 手
内線1128

13 老 人 専 門 指 導 員

内線1414

35 道 路 維 持 作 業 補 助 員

14 地域福祉活動支援専門指導員 36 建 築 技 能 （ 大 工 ） 嘱 託 員

教 育 総 務 課 内線131115 要 援 護 訪 問 相 談 嘱 託 員 37 学 校 図 書 館 嘱 託 員

16 保 健 師 等 嘱 託 員

健 康 増 進 課

内線1457

38 学 校 用 務 員

17 保 健 指 導 嘱 託 員 39 学 校 教 育 支 援 教 員
学 校 教 育 課 内線1314

18 訪問指導嘱託員（保健予防） 40 特 別 支 援 教 育 支 援 員

19 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 国 保 ）
内線1453

41 社 会 教 育 指 導 員 生 涯 学 習 課 内線1315
※

20 レ セ プ ト 点 検 事 務 嘱 託 員 42 三笠支所窓口事務等嘱託員 三笠支所
☎７５－０００２

21
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 認 定 訪 問 調 査 員 ）

内線1455

43 大川出張所窓口事務等嘱託員
大川出張所

☎７４－０００１
22
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 給 付 点 検 及 び 分 析 事 務 ） 44 大 川 診 療 所 看 護 師

45 大 川 診 療 所 医 療 事 務

46 事 務 補 助 員 総 務 課 内線1216

【警備員・管理員】　阿久根市役所　☎０９９６－７３－１２１１
番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号
47 市 役 所 庁 舎 警 備 員 総 務 課 内線1216 52 青 年 の 家 管 理 員 生 涯 学 習 課 内線1315

※

48 働 く 女 性 の 家 警 備 員 企 画 調 整 課 内線1231 53 西 目 地 区 集 会 施 設 管 理 員
農 政 課 内線113349 市 民 会 館 警 備 員

生 涯 学 習 課 内線1315
※

54 鶴川内地区集会施設管理員
50 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員 55 農村環境改善センター警備員
51 大 川 地 区 公 民 館 管 理 員

※　生涯学習課は、内線1315のほか、直通☎0996-72-1051があります。

１　期　　間　　平成24年４月１日から平成25年３月31日まで
２　資　　格　　応募資格などについては、募集要綱をご覧ください。
３　応募手続　　⑴　提出書類　履歴書１通、担当課等で備え付けの申請書１通

⑵　受付期間　平成23年12月12日㈪～平成24年１月13日㈮
（ただし、土曜日、日曜日及び休日を除く。）

⑶　受付時間　午前８時30分～午後５時15分　☎０９９６－７３－１２１１
４　提出及び問い合わせ先

各担当課で受け付けます。詳細につきましては、担当課までお尋ねください。
５　選考方法　　面接及び作文（選考日は、担当課が申請時に連絡いたします。）
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市役所からの

お知らせ

年末年始のお知らせ　　（市役所業務、ゴミ出し、し尿くみ取り、水道漏水当番）
12月 １月

日 28日㈬ 29日㈭ 30日㈮ 31日㈯ １日㈰ ２日㈪ ３日㈫ ４日㈬

市役所各課 平常どおり 休み（ただし、出生、死亡、婚姻などの届出は警備員室で預かります。） 平常どおり

水 道 課 平常どおり 平常どおり
水　道　漏　水　当　番

㈱大石電機

72－1622
㈱阿久根水道

73－1220
㈲共和設備

73－0452
㈱太田電機

73－2800
㈲貴島水道

75－0679
㈲てらち

74－0662

家庭ゴミの

収 集

びん類
ペットボトル
トレイ

可燃ごみ 可燃ごみ休　　　　み

ゴミ処理場

の 営 業
平常どおり 臨時営業 臨時営業 休　　　　み 平常どおり
８時30分～
16時30分　

８時30分～
16時30分　

８時30分～
11時30分　

８時30分～
16時30分　

◇ゴミ収集に関する問い合わせ先　　　　市民環境課　　　☎0996－73－1211（内線1425）
◇水道に関する問い合わせ先　　　　　　水道課　　　　　☎0996－73－1211（内線1511）
◇し尿くみ取りに関する問い合わせ先　・㈲阿久根清掃社　☎0996－72－0622　　・㈱ロックス　☎0996－73－1311
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・OFFICE　K２C　さつしん清掃　☎0996－73－1473

■償却資産の申告について

償却資産の所有者は、資産台帳の登録とその価
格決定に必要な事項を毎年、申告することが義務
づけられています。
平成24年１月31日㈫までに税務課固定資産税係

まで申告してください。

◇償却資産とは
会社や個人で工場や商店などを経営されてい

る方が、事業のために用いる事ができる①構造物
②機械・装置③船舶④航空機⑤車両・運搬具⑥工
具・器具・備品などです。

※問い合わせ先　税務課固定資産税係
☎０９９６－７３－１２１１（内線１４４５・１４４６）

税務課固定資産税係からのお知らせ
■新築・増築・解体した建物はありませんか？

固定資産税の家屋については毎年１月１日時点
で現存している建物に課税されます。
税務課固定資産税係では、平成23年１月２日以

降に新築・増築・解体等をした建物の確認作業を
行っています。特に解体した建物については、解
体（滅失）したという届出をしてください。建物
を解体しても届出がないと、壊したことを把握す
るのが困難になり、現存する建物として誤って課
税する原因になります。まだ届出がお済みでない
方または、平成24年１月１日までに家屋を解体さ
れる方は、税務課固定資産税係までご連絡くださ
い。

浄化槽設置への助成について
家庭から排出される生活排水から川や海を守るため、合併処理浄化槽を専用住宅に設置される方に

対し、工事費の一部を助成しています。

また、従来のトイレ排水の処理だけの単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換する場合には、単

独処理浄化槽の撤去費として９万円を上限に下記の補助金額に上乗せして助成します。

トイレを水洗化できるだけでなく、生活排水に含まれる汚れを10分の１に減らすことができる合併

処理浄化槽へ転換し、美しい自然を守る取組を進めていきましょう。

人槽 平成22年度実績 平成６年度からの累計
５ ６２基 １，３７３基
７ １７基 ７３３基
10 ２基 １０４基
合計 ８１基 ２，２１０基

※お問い合わせ先　市民環境課環境対策係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４２５）

人槽 補助金額
５ ３３２，０００円
７ ４１４，０００円
10 ５４８，０００円

年末年始の

お知らせ　

固定資産税

浄　化　槽

設置の助成
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Akune City
Information

市では下記のとおり検診を実施します。子宮頚がん検診は全員、乳がん検診は昨年度受けていない

方が対象です。20・30代では子宮頚がん、40・50代では乳がんが急増しています。また、女性特有の

がん検診を多くの方に受診していただくために、一部の対象者には「無料クーポン券」などを送付し

ています。この機会にぜひ女性がん検診を受けましょう。

■子宮頚がん検診

【対象者】　阿久根市在住の20歳以上の女性

【検診料】　１,０００円
※昨年の４月２日から今年の４月１日までのあいだに

20歳・25歳・30歳・35歳・40歳になった方は無料です。

■乳がん検診（昨年度未受診の方）

【対象者】　阿久根市在住の40歳以上の女性

【検診料】　40歳代‥‥‥‥２,０００円（２方向）
50歳以上‥‥‥１,５００円（１方向）

※昨年の４月２日から今年の４月１日までのあいだに40歳・45歳・50歳・55歳・60歳

になった方は無料です。

■骨粗しょう症検診

【対象者】　阿久根市在住の40歳以上の女性

【検診料】　２００円

■受付・時間　午前の部　８：30～９：00　午後の部　12：30～13：00

■期日・場所

※注意　１月17日・18日は子宮頚がん検診と骨粗しょう症検診のみ実施します。

期　　　日 場　　　　所 期　　　日 場　　　　所

１月17日㈫
午前 西目地区構造改善センター

１月20日㈮
午前 保 健 セ ン タ ー

午後 西目地区構造改善センター 午後 保 健 セ ン タ ー

１月18日㈬
午前 鶴 川 内 地 区 集 会 施 設

１月21日㈯
午前 保 健 セ ン タ ー

午後 脇 本 地 区 公 民 館 午後 保 健 セ ン タ ー

１月19日㈭
午前 保 健 セ ン タ ー

１月22日㈰
午前 脇 本 地 区 公 民 館

午後 保 健 セ ン タ ー 午後 脇 本 地 区 公 民 館

子宮頚がん･乳がん検診（昨年度未受診者）･骨粗しょう症検診のお知らせ
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受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（敬

称
略
）

■
地
方
自
治
部
門

▽
若
松
冨
春

市
議
会
議
員
９
期
33

年
10

か
月

▽
平
田
修
二

市
議
会
議
員
６
期
21

年
10

か
月

▽
櫁
柑
幸
雄

市
議
会
議
員
５
期
17

年
３
か
月

▽
京
田
道
弘

市
議
会
議
員
４
期
15

年
３
か
月

▽
髙
原　

茂

長
谷
区
長
勤
続
19

年

▽
山
平　

勝

小
漉
区
長
勤
続
17

年
１
か
月

■
教
育
文
化
部
門

▽
折
橋
嘻
典

教
育
委
員
４
期
16

年

■
地
方
自
治
部
門

▽
庵　

重
人

市
議
会
議
員
２
期
６
年
８
か
月

▽
児
玉
賢
一
郎

市
議
会
議
員
３
期
９
年
１
か
月

▽
新
坂
上　

誠

市
議
会
議
員
２
期
７
年
２
か
月

▽
的
場
眞
一

市
議
会
議
員
３
期
８
年
６
か
月

▽
京
田
哲
雄

瀬
之
浦
上
区
長
勤
続
９
年

▽
福
留
一
誠

黒
之
浜
区
長
勤
続
10

年
を
経
過

▽
釣
井
英
雄

永
田
上
区
長
勤
続
10

年
を
経
過

■
産
業
経
済
部
門

▽
髙
橋
春
雄

笠
山
観
光
農
園
を
開
園
さ
れ
る
な

ど
、
観
光
業
の
発
展
、
産
業
経
済
の
振

興
に
貢
献

▽
木
下
市
夫

青
色
申
告
会
監
事
と
し
て
、
誠
実
な

記
帳
と
適
正
な
申
告
を
通
じ
、
事
業
経

営
の
健
全
化
に
尽
力

■
教
育
文
化
部
門

▽
礒
脇
淨
見

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
競
技
の
普
及
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献

■
社
会
福
祉
部
門

▽
古
賀　

亢

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
花
田
輝
志

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
双
津
安
子

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
下
田
京
子

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
花
田
時
美

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
竹
原
美
千
子

民
生
委
員
、
児
童
委
員
４
期
12

年

▽
西
田　

明

国
保
運
営
協
議
会
委
員
７
期
12

年
10

か
月

▽
川
畑
中
区

▽
馬
見
塚
区

▽
落
区

▽
萇
野
区

▽
長
谷
区

▽
米
次
区

▽
田
代
中
区

▽
田
代
下
区

▽
東
牧
内
区

▽
筒
田
区

▽
桐
野
下
区

▽
瀬
之
浦
上
区

▽
小
漉
区

市
民
特
別
表
彰

功
労
者
表
彰

市
税
な
ど
の
納
税
優
良
団
体

平
成
23

年
市
民
表
彰
式
が
11

月
１
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
、
地
方
自
治
や
産
業
経
済
、
教
育
文
化
、
社
会
福
祉
な
ど
の
分
野
で

市
政
発
展
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
24

名
13

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
発
展
に
多
大
な
功
績



11

月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
第
65

回
市
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、延
べ
４
，０
０
０
名
を
超
え
る
方
々

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
演

芸
部
門
で
は
、
前
日
祭
、
当
日
祭
あ
わ

せ
て
48

団
体
（
昨
年
42

団
体
）
が
出
演
。

「
会
場
か
ら
自
然
に
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
た
と
き
に
は
、
嬉
し
く
て
感
動
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
。」

と
出
演
さ
れ
た
中
央
学
級
ハ
ー
モ
ニ
カ

講
座
の
池
川
チ
サ
さ
ん
は
興
奮
気
味
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、市
民
会
館
の
２
階
会
議
室
や
、

働
く
女
性
の
家
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
展

示
部
門
で
は
、
園
児
や
児
童
ら
の
か
わ

い
ら
し
い
作
品
の
ほ
か
、
生
け
花
や
絵

画
の
展
示
、茶
道
の
実
演
が
あ
る
な
ど
、

多
彩
な
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
来
場
者

は
思
い
思
い
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

11

月
22

日
、
市
内
各
中
学
校
の
生
徒

に
よ
る
少
年
少
女
英
語
暗
唱
・
弁
論
大

会
が
、
三
笠
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
生

徒
た
ち
は
発
音
の
正
確
さ
や
表
現
力
、

ス
ピ
ー
チ
内
容
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

※
敬
称
略

最
優
秀
賞　

小
牟
田
一
翔（
阿
久
根
中
）

倉
津　

美
里（
阿
久
根
中
）

最
優
秀
賞　

大
下
本
美
玖（
鶴
川
内
中
）

優

秀

賞　

松
元
せ
ろ
里（
阿
久
根
中
）

最
優
秀
賞　

池
脇　

継
美（
鶴
川
内
中
）

優

秀

賞　

池
田　

侑
海（
大

川

中
）

11

月
20

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
コ
ー
ル
み
か
さ
25

周
年
（
昭
和
62

年

結
成
）
を
記
念
し
、「
あ
り
が
と
う
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
に
よ
る
合
唱
だ
け
で
な
く
、

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
寸
劇
や
、
聴
衆
も

一
緒
に
な
っ
て
「
故
郷
」
を
合
唱
す
る

な
ど
、
満
員
の
会
場
は
終
始
、
笑
い
と

感
動
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
１
年
生
（
ペ
ア
）

◇
２
年
生

◇
３
年
生

華
や
か
で
多
彩
な
演
出

『
市
総
合
文
化
祭
』
開
催

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
・
表
現
を
競
う

少
年
少
女
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会

25
周
年
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
み
か
さ

中央学級ハーモニカ講座による演奏
元気な踊りを披露する
文旦保育園の園児

かわいらしい作品を
鑑賞する来場者

巧みなスピーチを披露する生徒

こころをこめて歌い上げるコールみかさの皆さん
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まちの話題
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まちの話題 みんなのアルバム

11月５日、市役所駐車場で幼年消防フェスティバ

ルが行われ、約200名の園児らが参加。園児は水消

火器の体験や、消防車と綱引き対決などを行い、防

火への意識を高めていました。

大きくなったら消防士になりたい
～幼年消防フェスティバル～

水を詰めた消火器で放水体験をする園児

大

11月13日、ＮＰＯ法人ぷれでお主催の「莫
あ く ね

称文化財

ふしぎの旅」が開催されました。阿久根に古くから伝

わる文化財をめぐる旅で、50名が参加。「今まで知ら

なかった新しい発見ができた。」という参加者の声が

多くありました。

阿久根の美しい自然や歴史を堪能

阿

阿久根の七不思議の１つである光
ひかるぜ

礁の
説明を受ける参加者（戸柱公園）

11月３日、市総合体育館で三笠旗争奪少年剣道大会

が行われ、市内外の小学校（低・高）53チーム、中学

校（男・女）38チームの計91チームが参加。白熱した

試合が繰り広げられました。

力強く面と打ち込む攻防一体の試合展開

力

三笠旗争奪少年剣道大会

11月６日、白山神社にて昨年に引き続き大漉虚無

僧踊りを同保存会が奉納しました。「踊りが復活し

たので、次は三味線を復活させたい。」と、同保存

会の石澤福三千さんが話していました。

白山神社で大漉虚無僧踊り奉納

白

踊りを奉納する保存会の方々（大漉区）
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題

みんなのアルバム

阿

児童から感謝状を受け取る女性会員（山下小）

10月28日、シルバー人材センターの普及啓発活動
の一環で、女性会員による手縫いの雑巾を山下小に
寄贈したところ、児童から手作りの感謝状をいただ
きました。「今後も、この活動を続け、阿久根っ子を
見守り続けて行きたいと思います。」と同会員の方が
話していました。

阿久根っ子を見守り続けたい

老

一手に集中して将棋を指す参加者

萇

清掃活動に参加した皆さん（萇野区）

11月６日、萇野区で区民総出による道路法面や側
溝などの清掃活動が行われました。同区では毎年２
回実施。区長の辺麦行治さんは、「萇野は、そいで、
いつもきれいやったっど。」と話していました。

萇野はきれかとこいじゃっど

11月23日、大丸公民館にて㈳阿久根青年会議所主
催の「将棋大会」が行われました。参加者32名。「駒
の動きを覚えている程度でしたが、真剣に将棋が指
せて楽しかった。」と参加された方が話していまし
た。優勝は出水市の高野隆さん。

老いも若きも真剣勝負

還

九州電力㈱から寄贈された抵抗性松（クロマツ）を
植樹した還暦の方々

11月４日、今年度還暦を迎えた三笠中学校卒業生
が、この日に開催した還暦同窓会の中で、脇本海岸
に100本の記念植樹を行いました。

還暦を祝い脇本海岸に記念植樹

自

登山道のすぐ側を流れる滝

11月20日、阿久根市山好会主催による西の高突山
登山会が行われました。40名が参加。本之牟礼分校
跡地から山頂までの往復約９㎞のコース。参加者は、
森の奥地にある滝や小川、色鮮やかなケヤキ谷など
の美しい景色を見ながら登山を楽しんでいました。

自然の雄大さを間近に感じて
～西の高突山登山～
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くらしの情報

農機･農業資材･栽培指導

㈲マツモト
阿久根市山下1114

☎０９９６ー７３ー００５０

マ ツ モ ト

最軽量チェンソー

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
24
年
度

給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ
る
市
内
の

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
１
月

５
日
㈭
か
ら
１
月
31
日
㈫
ま
で
の
間
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る
大
規
模
小
売
店

（
ス
ー
パ
ー
）
は
除
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
０
８
１

学
校
給
食
用
物
資
の

納
入
希
望
者
を
公
募
し
ま
す

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
春
休
み

海
外
派
遣
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
参
加
費　

29
万
８
千
円
〜
43
万
８
千
円

共
通
経
費
が
別
途
必
要
で
す
。

◇
応
募
締
切　

２
月
６
日
㈪

◇
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

◇
派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

◇
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
な
ど
。

◇
日
程　

３
月
25
日
㈰
〜
４
月
５
日
㈭

※
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

〒
１
０
８
ー
０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
５
ー
７
ー
８
ー
９
２
１

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

小
学
生
〜
高
校
生
の
皆
さ
ん
へ

春
休
み
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
年
金
相
談
所
』
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
な
ど
を
持
参
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
26
日
㈭

９
時
40
分
〜
15
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

市
民
会
館
第
10
会
議
室
（
１
階
）

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

◇
予
約
期
間　

１
月
４
日
〜
１
月
16
日

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

移
動
年
金
相
談
所
の
開
設

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に

お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６

月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

が
対
象
。

な
お
、
請
求
受
付
期
限
は
平
成
24
年
３
月

31
日
で
す
。
す
で
に
特
別
給
付
金
の
支
給
を

受
け
た
方
は
、
再
度
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
へ

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
列
車
」
が

12
月
19
日
か
ら
12
月
25
日
に
運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
12
月
23
日
〜
25
日
の
３
日
間
限
定

「
ク
リ
ス
マ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
」
を
千

円
に
て
発
売
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
５
６
７
８

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
列
車

出
発
進
行
Y
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

昨年のクリスマストレイン

阿
久
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
価
の

７
〜
８
割
引
の
商
品
が
出
品
予
定
で
す
。

な
お
、
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
す
べ
て
市

内
の
社
会
福
祉
団
体
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時　

12
月
23
日
㈮　

13
時
〜

◇
場
所　

大
丸
公
民
館

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催

南
国
交
通
は
、Ｊ
Ｒ
出
水
駅
〜
長
島
町（
蔵

之
元
港
）
間
で
運
行
し
て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
運
行
開
始

出
水
駅
〜
長
島
間（
蔵
之
元
港
）



阿久根市地域包括支援センター
こんにちは！！

阿久根市地域包括支援センターです
地域包括支援センターでは、みなさんの介護に関する相談をはじめ、高齢者の総合的な相談をお受

けします。何かお困りの際には、お気軽にご相談ください。

【連絡先】

阿久根市地域包括支援センター（市役所）

☎７３̶１２１１（内線1451・1452）

☎７３－４４２４（直通）

－ 19－

くらしの情報

阿
久
根
市
民
病
院
の
臨
床
心
理
士
や
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
健
康
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

「
心
と
体
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
す
」教
室

レトロ調の
ボンネットバス

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
度

の
阿
久
根
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
す
る
た
め
、
１
月
１
日
現
在
で
そ
の

資
格
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
12
月
中
旬
頃
、
個
別
に
申

請
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
１
月
６
日
㈮
ま

で
に
各
区
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請

12
月
10
日
㈯
か
ら
１
月
10
日
㈫
ま
で
「
年

末
年
始　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で　

事
故
防
止
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
こ
の
時
期
は
、
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
飲
酒

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

運
転
８（
や
っ
）せ
ん
運
動
」
を
展
開
し
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
件
、
事
故
な
ど
警
察
に
よ
る
緊
急
の
対

応
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
も
の
は
、

阿
久
根
警
察
署
〔
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
０

１
１
０
〕
ま
た
は
、警
察
相
談
専
用
電
話
〔
☎

♯
９
１
１
０
（
24
時
間
、
年
中
無
休
で
警
察

本
部
が
対
応
し
て
い
ま
す
）〕
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
は

『
１
１
０
番
の
日
』

12
月
１
日
か
ら
阿
久
根
西
目
中
継
局
の
Ｋ

Ｙ
Ｔ
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
が
開
局
い
た
し
ま
し
た
。

※
地
デ
ジ
に
関
す
る
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島

☎
０
９
９
（
８
３
３
）
２
０
２
０

西
目
テ
レ
ビ
中
継
局

受
信
の
皆
さ
ま
へ

■
訂
正
と
お
詫
び

広
報
あ
く
ね
11
月
号
の
22
ペ
ー
ジ
篤
志
寄

付
者
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
茶
園　

強

（
正
）
茶
縁　

強

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

年末警戒出発式
（阿久根警察署）

ス
路
線
に
レ
ト
ロ
調
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を

12
月
１
日
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
１
日
４

往
復
の
う
ち
１
往
復
を
走
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

南
国
交
通
株
式
会
社

出
水
営
業
所

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
２
６

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
18
日
㈬　

14
時
〜
15
時

◇
場
所　

阿
久
根
市
民
病
院

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

出
水
郡
医
師
会
立　

阿
久
根
市
民
病
院

健
康
教
室
担
当
者

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
３
３
１

◇
日
時　

１
月
５
日
㈭　

13
時
〜

◇
会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月

１
日
ま
で
の
出
生
者
で
、
阿
久
根
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
（
12
月
中
に
案
内
状
が

届
き
ま
す
）。
こ
の
ほ
か
、
過
去
に
本
市
に
在

住
経
験
が
あ
り
、
本
市
で
の
成
人
式
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
12

月
22

日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

平
成
24
年
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て



－ 20－

図書館へ行こうY
　年末年始休館のお知らせ
市立図書館は12月29日㈭から１月３日㈫ま

で休館となります。
本の返却は、玄関右側の返却ポストへお願

いします。

　新刊案内
・『あつあつを召し上がれ』 小川　糸（著）

ある時、ふいに訪れる、奇跡
のような食卓。大好きな人と一
緒に食べる歓び、幸福な食事の
情景を巧みに組み込んで、あり
きたりでない深い感動を誘う７
篇の物語。

・『陣星、翔ける』 宮本昌孝（著）
諸国を気ままに放浪し、必ず

や劣勢の陣に味方する天下無双
の武人、魔羅賀平助。近江、信
濃、駿河と行く先々で待ち受け
る戦国の罠。最強の男・平助、
陣の行く末は？

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加く
ださい。

・12月24日㈯　14時～　手づくり教室
・１月７日㈯　14時～　映画会
・１月14日㈯　14時～　バンビ教室（読み聞かせ）

・『邪馬台』 北森　鴻･朝野里沙子（著）
卑弥呼の昔から明治、現代ま

で、謎の古書は歴史の闇を秘め
ていた。その「暗号」を読み解
く時、隠された巨大な命脈が浮
上する。異端の民俗学者・蓮丈
那智、最後の事件。

・『蜩の声』 古井由吉（著）
対極のあわいを往還しながら

到達するさらなる高み、記憶の
重層から滴る生の消息…。古井
文学の現在を示す、表題作ほか
全８編を収録した小説集。

阿久根市親子ふれあいフェスタ
with 本に親しむ集い開催

11月23日、市民会館にて阿久根市親子
ふれあいフェスタwith 本に親しむ集い
が開催されました。
小・中学生への多読者授賞式や、阿久

根の昔話の朗読、トトロのへやによる人
形劇、柴さとみさんのガーデニング講座、
子ども用品のフリーマーケットなどもあ
り、多くの来場者が訪れて楽しんでいま
した。

尾崎校区文化祭開催

11月13日、尾崎小学
校にて尾崎校区文化祭
が開催されました。舞
台発表では、児童らの
合唱や、民謡、フラメ
ンコなど多彩な音楽や
踊りなどがありまし
た。校庭では警察犬の
訓練実演もあり、観客
と交流していました。

山下の風まつり開催

11月20日、山下小学
校にて山下の風まつり
が開催されました。体
育館ではバンド演奏
や、カラオケ、踊りな
どの発表があり、中庭
では手づくりパンや新
鮮な野菜などの販売
も。大勢のお客さんで
賑っていました。子ども用品のフリーマーケット

柴さとみさんのガーデニング講座

警察犬にふれあう児童ら

山下小児童による「三尺棒踊り」

柴さとみさん



－ 21－ ※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

「
晩
ご
飯
は
、き
び
な
ご
の
す
き
や
き
よ
。」

仕
事
で
帰
り
が
遅
い
、
母
の
つ
く
る
我
が

家
の
食
卓
に
「
き
び
す
き
」
が
よ
く
の
ぼ

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
手
に
入
り

易
い
う
え
、
手
早
く
料
理
が
で
き
、
栄
養

価
も
高
く
て
旨
い
。」
と
母
。
確
か
に
納

得
で
す
。

次
い
で
、
我
が
家
で
多
い
の
が
、「
う

な
丼
」
な
ら
ぬ
「
イ
ワ
シ
丼
」
で
し
た
。

タ
レ
が
甘
辛
く
て
お
い
し
く
、
何
度
も
お

か
わ
り
を
し
た
も
の
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
「
き
び
す
き
」
は
、

し
め
に
溶
き
卵
で
と
じ
、
柳
川
風
に
し
て

ご
飯
に
の
せ
て
食
べ
ま
す
が
、「
イ
ワ
シ

丼
」
も
ど
こ
か
こ
の
味
に
似
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

「
う
な
丼
」
な
ら
ぬ
「
き
び
丼
」。
ど

う
で
し
ょ
う
か
。 

（
寺
園
）

白
き
羽
の
か
ぎ
ろ
ひ
引
く
か
に
光
り
つ
つ
朝
の
鴎
は
ひ
る
が
へ
り
飛
ふ 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

見
は
る
か
す
山
麓
ま
で
も
収
め
了
へ
花
も
素
枯
れ
て
大
地
は
憩
ふ 

新　

町　

遠
矢　
　

律

夕
汐
の
音
な
く
の
ぼ
る
街
川
に
茜
の
光
る
川
面
を
染
め
て 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

入
り
つ
日
に
山
柿
い
く
つ
熟
れ
て
映
ゆ
夕
影
と
ど
く
野
の
片
隅
に 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

朝
霧
に
け
む
る
海
面
は
静
か
な
り
漁
か
ら
帰
る
船
灯
ひ
と
つ 

脇　

本　

渡
瀬　

栄
子

ク
リ
ー
ン
な
る
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
知
り
原
発
廃
炉
ひ
た
願
ふ
な
り 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

北
に
住
む
息
子
の
姿
新
聞
に
し
み
じ
み
と
見
る
拡
大
鏡
手
に
し
て 

脇　

本　

野
村　

克
江

憂
き
こ
と
の
重
な
る
週
末
ほ
ぐ
す
や
う
薄
く
れ
な
ゐ
に
合
歓
の
花
咲
く 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

幼
子
や
青
年
壮
年
う
ち
そ
ろ
ひ
敬
老
の
太
鼓
若
返
り
て
聞
く 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

晩
秋
の
峰
よ
り
の
ぞ
く
朝
の
日
は
ま
だ
輝
や
か
ず
ひ
た
す
る
赤
し 

折　

口　

別
府　

義
明

人のうごき
11月30日現在
（　）は前月比

人　口
23,321人
（－33人）

男
10,924人
（－12人）

女
12,397人
（－21人）

世帯数
10,636世帯
（－23世帯）

出 生 15人
死 亡 31人
転 入 30人
転 出 47人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

中
山
紗さ
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園田正雄さん
（上原区）

スポーツ発展に
多大な功績

11月10日、東京体育館（東京

都渋谷区）で開催された第52回

全国スポーツ推進委員研究協議

会において、阿久根市体育指導

委員の園田正雄さんが、地域の

スポーツ発展に多大な貢献をさ

れたとして文部科学大臣表彰を

受けられました。

大漉克義さん
（大漉区）

警察業務発展に
多大な貢献

－危険業務従事者叙勲－
警察官や自衛官など危険性の

高い業務に従事した人に授与さ
れる危険業務従事者叙勲の伝達
式が、11月７日にグランドアー
ク半蔵門（東京都千代田区）で
あり、大漉克義さん（元警視正）
が瑞宝双光章を受章されまし
た。

阿久根駅前の信号近くに咲いていたツワブキの花（市の花）
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◇趣味は何ですか・・・
ショッピング

◇性格は・・・
マイペース

◇理想の異性像は・・・
一緒にいて楽しい人

◇性格は・・・
色んな所に旅行に行きたい

◇阿久根について一言・・・
自然いっぱいで落ちつく所

◇将来の夢は何ですか・・・
お嫁さん

－ 22－

私たちは、「会員同士の親睦を図り、地元のために自
分たちができることをやる」ということを活動理念とし
て30年間いろいろな活動をしてきました。鳴川忍会長
をはじめ、会員は15名。
最近の活動としては、毎年恒例ですが、山下の風ま
つりの一役にと、カラオケ出演だけでなく、軽トラック
10台分のスギの葉を使ってトトロを制作しました。
もし、私たちのトトロに出会えなかったとお思いの方、
風まつりの後はグランビューあくねの玄関前に展示して
いますので、ぜひ、確認してみてください。
【活動日】毎月第３金曜日の夜

「山下カラオケ同好会」
サークル紹介

ＪＡ鹿児島いずみ　クレインハート㈱
　（総合葬祭）　（総合葬祭）

ルミエールみかさ

ルミエールあくね 愛とまごころ　
　　　感動の人柄葬

家族葬承ります
各宗派、個人葬から社葬･団体葬まで

幅広く御利用いただけます

ご葬儀、法事等ご相談ください

年金友の会員

共済加入者

祭壇料より最大

１５％割引

年中無休
24時間受付
お電話下さい

ルミエールあくね：������������
ルミエールみかさ：������������

あくね斎場あくね斎場 みかさ斎場みかさ斎場


